
【単心ケーブル（100心）　構造】 【2,000心ケーブル　構造】

NTTは早くから光ファイバケーブルの研究を始めた
1981年に多モードのGI型光ファイバケーブル、1983年に単一モードの
SM型ファイバケーブルを導入し、1985年にはSM型ファイバケーブルで
3,400kmの日本縦貫伝送路を完成させた。
その後、テープ構造、ケーブル構造の改良により、さらなる高密度化を推進し
2014年に多心高密度光ケーブル（2,000心のノンスロットケーブル）を開発した
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ケーブル構造を細径・軽量化
した経済化ケーブルの開発

ケーブル構造の改良により
ケーブルの細径化を図り、1管路
3条収容（3000心）を可能とした

・・・ ・・・ ・・・ ・・・

間欠接着型光ファイバテープ
（4心テープ）、ノンスロットケー
ブル構造による超細径高密度
光ケーブル（引上げ用の100心、
200心ケーブル）を開発

新たな配線法に適応し、架空単
心ケーブルの単心集合技術と地
下ケーブルの止水技術を組み
合わせた、地下単心ケーブルを
開発

間欠接着型光ファイバテープ
（8心テープ）、ケーブル構造最
適化による多心高密度光ケー
ブル（2000心）を開発し、1管路
3条収容（6000心）を可能とした

【1,000心　ケーブル構造】 【1,000心　ケーブル構造】

【曲げフリー光ファイバコード】

空孔アシスト型
光ファイバ初の実用化


